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〈翻訳〉

『子どものスポーツのためのガイドラインJ
「目次J. i前書J. i序文J. i子どものスポーツプログラムの祁目的jの日本語訳

回 キナ 公 江

ライナー マーテンス(イリノイ大'手アーパナ ・シャンペーン校)

ヴェルン ・シーフェルト(ミシガン州、.1:大学)(編〕

このillr[-は.i他Elt.f.本ff，レク リエーション . ダンスのためのアメリカ述1~UJ に所以する「スポーツと体育

のための令米協会Jのために単備された
if&lJl' 体行 レクリエーション.ダンスのためのアメリカA盟jのf.l所は下11じのとおり。
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「スポーツと体育のための全米協会」の「青少

年スポーツ特別委u会J(之このような 『ガイド
ラインjを控えることが，数百万人の子ども，そ

して.子どものスポーツプログラムに関わってい

る数百万人の大人に有訴であろうという11;1黙の f

併のもとに ブJを尽くしました。私たちがこの|冊

子で言及したこ とが幻想に終わるのか. それとも

現実になるのか.それは分かりません。 しかし.

4ムたちの立凶がFlllq干されることを，夜、たちはù~IJ

に1，9.[[っています。この 『ガイ ドラインjが.子ど

もたちがスポーツの楽しさを知る手助けとなるこ

とを.私たちは心から望んでいます。

編:fi・たちは、1977年 1JJ 16 Hおよび 1711に
ワシントン DCで開催されたrw-少年スポーツ
特別委μ会Jのメンバーであり.この冊子に収め
られた資料を;，';:き起こしたルーシー ・バーケ y

ト.ワレン ・ギーズ.ルーク ・ラボルタ.ローレ

ンス ・ラリックーマリー ・リレイ.ウィリアム ・

サヴェイジ ロノfート シンガー ウィリアム ・

ス トロングに感謝を捧げます。制者たちはまた

jj;{布;jを準備する作業をJJ)Jけてくれた南オーストラ

リアのアデレード ・カレッジのジョン ・ハーパー

トとイリノイ大学のメアリー ・アン ・カーマック

とジュリー ・シモンにも感謝を捧げます。

編者¥ ライナー ・マーテンス

ヴェルン ・シーフェルト
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ますます多くの子どもがプレイしている

「驚異的 IJ if三じがたい IJ iファンタスティ
ック!Jこれらは.子どものスポーツプログラム
の隆盛を柿写する言~~です。 今日では， 1000万

人近くの 14歳以下の子どもが大人向けに組織

されたスクールや学校外のスポーツプログラムに

参加しています。そして.コーチ，職員.リーグ

管理者を務める 1500万人以上もの大人によって

子どもたちは指導されているのです。子どものス

ポーツを担っているのは 学校，30以上にも上

る全|主11青少年スポーツ機関.数千の地方および地

j或のスポーツ組織です。今日.子どもたちが.か

つてないほとrバラエテイに山んだスポーツ機会を

持っていることは確かです。参加の機会(j:，技能

に悲まれた男の子に限定されることはなくなりま

した 参加!の機会は.女の子にも.昨がし、を持つ

子どもにも.そして技能に恵まれていない子ども

たちにもますます開かれるようになったのです

しかし論争'がないわけではない

しかし子どものスポーツ人口は.論争なしに

増えてきたわけではありません。戸市な反対者た

ちはメディアを通じて子どものスポーツにおける

危険を誇張し 一方.熱烈!な支持朽・たちはスポー

ツの長所を訴えるのです。どちらの側にも言い分

があります。というのも.子どものスポーツのも

っとも熱烈な代弁者たちでさえ.改善が必要とさ

れることには同立するからです。

このガイドラインが作られた理由

そのようなわけで この 『ガイドラインjのM

的は.コーチ.体育教師.レクリエーション指導

者.スポーツ職員らが.安全で満足できる そし

て有爺な経験を若いアスリ ートたちに提供できる

ように手助けすることです。『ガイドラインjは.

親.教育官!矢印li コミュニテイ ・リーダーが.

子どものスポーツプログラムの価値を:脱走した

り.これらのプログラムへの|則わりについて何か

決めたりするのに役立つように千問、れました。

この fガイドラインjの先駆けとなったのは目

次の 2つの立見、lj:で、す。すなわち，1952 j'1~ に tlj

かれた「子どものための望ましい競技のあり方J
と1968年にJFかれた 「小学校児童のための望ま

しい競技のあり方Jです。医学.レクリエーショ
ン.体育の専門家たちは 力を合わせてこれらの

意見li;の改訂作業を行い，rガイドラインjを熊
備しました。全国'¥';:少年スポーツプログラムの型

事たちも.彼らの文告・を提供しました。また.ス

ポーツ科学tiたちは経験あるコーチたちとチーム

を組んで 前主主な助言を開発しました。

手短に言って.この 『ガイドラインjは目子ど

ものスポーツに|刻する多微な↑15報源から.これま

でに部和されてきた知忠を抽出し.人々に伝達し

ようと試みるものです

私たちはすべての子どもにプレイ して欲しい.た

だし安全に!です

『ガイドラインjの立!'i{1は.子どもにとって安

全で来しめる条例:のもとで，スポーツ参加を最大

|浪に奨励し促進することです。スポーツは.引

の子にも女の子にも.tEかな家庭の子どもにも貧

しい家庭の子どもにも.障がいのある子どもにも

身体強健なチどもにも.不器JIJな子どもにも身体

能力に恵まれた子どもにも目そしてどのような肌

の色や宗教の子どもにも有議です。

学校と学校外のスポーツのためのガイドライン

この 『ガイドラインjは，大人が運営するスポ

ーツプログラムに参加する 13歳以下のチども l

を対象としています。(とはいえ， rガイドライ
ンjの大部分は 13歳以上の子どもにも同じよう

に当てはまります。)私たちはこのような子ども

たち全てを「若いアスリートJとH予ぶことにしま
す。大人が運営するスポーツプログラムとは.組

定ルールに従って迩~.・ されているスポーツにおい

て子どもたちのパフォーマンスを比較するため

に.大人が子ども部門の競技スケジュールを整え

ているスポーツプログラムのことです。学校内の

プログラムは.学内試令か学校対抗試合かに分類

されるでしょう。学校外のプログラムは町主に次

のようなタイプの組織の後援を受けています。
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l 全I.lil青年スポーツI.JI体 (たとえば.アメリ

カ ・リトル・リーグ.ポップ ・ウオーナー

・フットボール.アメリカ少年クラブ)

2 

3 

4 

宗教組織 (たとえば.YMCA. YWCA 

カトリックl'i年組織. s'nai s'rith (ブナイ

.ブリス :ユダヤ人コミュニティヰ11互扶助

組織)) 

コミュニティー ・サービス ・クラブ(たと

えば.キワニスクラブーオプティミス

ト2 jl.! 役軍人会 (vcterans 01" I"orcign 

wars) ) 

非常利地j或同体 (特定のスホーツを後援す

るためにコミュニティ!こ作られたI.JI体)

5. 地成のレクリエーションまたはパーク}.. )り

過去

初JVJの関心事は!J安つことへの過剰な然立

少年のために組織された必初のスポーツプログ

ラムは.(1，育教師によ って.1900年代の初WJに

小学校に導入されました。当初.これらのプログ

ラムは大いに峨んになりましたが.1":界大恐慌の

間 勝つことへの過剰な然立に対する批判を受け

るようになり.~1'[ l' rJ教育ー行たちは.山j立 lこ組織さ

れた学校対抗の競技は望ましくないと決定しまし

た。彼らは イ・どもが学校内のスポーツプログラ

ムに参加|して.昼間にプレイするのが良いとニl'似

しました。その結果は.小学校のスポーツプログ

ラムの衰退でした。

学校外スポーツプログラムのl盗雌

しかし学校内プログラムは，思イ封切liijの寸こど

もたち (9抜から 12成のチどもたち)の競技ス

ポーツへの欲求を満たしませんでした。それどこ

ろか.匡|の労働力として必要とされなくなること

によって.，子どもの I~I 山 11キ1M]がlì'i えて行ったた

め.全肢を極めるプロスポーツや.大学:対tJc.品目:j
校対抗のスポーツプログラムを ~T似たいという飽

くなき欲望が生.じました。その結以. ~f:外 111 体

(ここには税陸I.tl体目宗教|司体， 公共のレク リエ

ーション|干|体が合まれます)が.少年たちにスポ

ーツプログラムを抗供する機会をつかんだので

す。学外卜H体の運営計ーたちは.述動競技を峨んに

すれば少ir犯:)1¥を減らすことができるとfz?じたの
でした。

学校プログラムと学外プログラムの分裂

これらの学外スポーツプログラムはf己t述に成長

しましたが.教育内-たちを多いに失望させるよう

になりました というのも.それらのプログラム

はs訓練を受けていない大人のボランテイアたちに

よって迎合されていたからです。教育者はそのこ

とを良く思いませんでした。そこで 教打者と医

師は 安全でイ1・誌なスポーツプログラムを連吟す

るための助言を合む公式のブ'jH声明を刊行するこ
とによって.スポーツフログラムの改訴に釆り出

しました。不iAなことに， これらの助言-は つね

に似拠十分というわけではありませんでしたし.

学外の後援者たちから 彼らのプログラムへの非

~\Ií:と 解釈される ことも. しばしばでした まった

くのところ これらの助， iを遵守していたら，学

外の前忠ぷJUJ児童 (9歳から 12歳までのチども)

のスポーツプログラムは， とてもやっていけなか

ったでしょう。数千i行と医者が刊行した)j針戸明

は.当然、.訓緋を受けていない大人の指持者・が子

どものスポーツプログラムのì:1!':討にH~わることに

反対しました。 しかし乍:外プログラムは.もっ

ぱら.訓練を受けていないボランティアによって

組対占され. !i}~'l't され.111;与さ1.Lていましたし そ

れは現千五も続いているのです。こうして.これら

の助言は.幾つかの小学校に導入されるにとどま

か学外スポーツプログラムの後援者たちには.

完全に?!!f，悦されました。

ボランティア リーダーは欠かせない

教育者-と学外プログラムの竹翌日者のlIiJに不可避

的に!tじた対立は どちらにとっても • rどもの
スポーツプログラムの質を向上させることの妨げ

となってきました。今 LIではIljJらかなこ とです

が.ふつうの人に手が届く広範問のスポーツプロ

グラムを持続しより多くのプログラムを求める

需要の拡大に応えようと思ったら.全てのレベル

で専門的な指導苫!刊を提供することは経消的に不

可能ですc 訓純を受けたリーダーに指導され.色ー

理されることが宅ましいということを否定する人
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などいないでしょう しかしボランティアの指

導朽・府カ{jMl去において 日li{ll[あ る :ú li~をしてき た こ

と.そして米米の子どものスホーツの発展に欠か

せない存千五であるということを.;1'1、たちは認めな

ければなりません。ボランティア リーダーの山

間を非難するのではなく.協力的に働いて.ボラ

ンテイア ・コーチのための司|刷iプログラ ムを提供

し寸こどものスポーツの ïf(~:な fl!ll而についてもっ

と研究を進め.関係計グループ全ての1111のili絡系

統をよりよ いものに発泌させると ころに解決があ

ります

次は何?

「持いアスリートのための権利のJR典Jを執令
するにあたって.私たちはまず.子どものスポー

ツの目標を11今l床しました。子どものスポーツのた

めに大人は fll僚Jを設定するものですが.若い
アスリートのilt普の1'11主主にかなうかどうかを測定

することによって.こうした fll標Jが評価され
ることを.夜、たちはJ~iiっています。 また . これら

の11慌の達成に結びつくかどうかを測定すること

によって回大人が!'Iらの「振る舞ぃ」をH今l床する

ことも.願っています。

子どものスポーツプログラムの諸目標

参加することの長所

チどもがスポーツに参加することから科られる

前主主性は.たくさんあると考えられます。子ども

のスホーツ推進論将たちは.スポーツがいかにw
少年の身体的. 心Jll[的.相会的発述に寄与するか

を示す説得力のある実例を挙げています。 じっさ

い.彼らが子どものスポーツの目標だと考・えてい

ることについて.たくさんの ことが.教師.1室

。Ili コーチ.親によって t!?かれてきました。こう
いった資料-400制以上の刊行された文献ーを内

作分析したと ころ.20例の11標のリス トができ

ました。これらの11標は「表 IJにJFいでありま

すP

ぷ 1 f-どものス ;j~_ ツプログラムの日傑

(了・どむのスポ_.')に|則する資料の内千五分析によって見定められた111烹である。)

1. ill動能力を発注させる
2. 11:))をli'jl:.させる
3. (-どもたちに.どのように協力するかを教える

4. Hi恢的なrJL.概念につながる達成感を発迭させる
5 後身まで続くスポーツ参1J1lへの関心と立欲を発達させる
6 健康で強いアイデンティテ fを1btさせる
7.彰iりffiられるi.riJiのをi!liして 生J!ι心を発達させる
8 .社会の価III( を ~jj延し.ji\う 。

9 辺徳的成長を促す

10. ;..I'iしみを持つ

11 社会的能力を発iZさせる
12 家政が一緒に過ごすことを促進するむ

13 身体的ート剖i'/(t(Jなヴ:びのための|後会を提供する ここには 感情 イマジネーション.身体がなしう

ることへのぷ怖をJI[¥解しぶ現することをうえぶことが合まれる。

14 スピード.~~l さ.持久)J.バランス 采軟性機敏さを発達させる。

15 リーダーシ yプのスキルを発i土させる

1 6. 決定を下すことと ~'i:任を引き受けることを学び それによってi'I己wrri.灯j緒的公定を発法させるs
17. スボ_.')マンシ γフタを字文える

18. イニシアティプ (i'Iら進んで物'jrに取り組む気性)を発i主させる
19. rどもにどのように鋭い合うかを教える
20.他す?との比較を泊して1'1分の能)Jについてやべるように.{-どむたちを助ける。
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スポーツの11襟は単なる参加を通しては尖現され

ない

スポーツに参加しさえすれば.前述の11際のう

ち幾っかであれ述成されると確信できたなら，競

技プログラムは"1し分なく正当化されたことでし
ょう。明らかに.これらの11際を表明するだけで

は，子どもたちが皆.どのプログラムにおいて

も目すべての有続性を挺併することの保|尽にはな

りません。また.これらを11襟として明Jしてい

るスポーツプログラムに参加しさえすれば，11似

が一つひとつ狼仰されるだろうとも， iえません。

これらのH僚の多くは スポーツ以外の数えきれ

ないアクティピティをilliしでも挫得されるでしょ

う。もっとも.スポーツは.それらを位叫するた

めの.文化的にもっとも身近な)j法の一つである

のですが。これらの11f:/4は.若いアスリートのニ

ーズと限界を理jげしている.技能のあるコーチ.

迎桁性のある i依l~ . そして熱心な親の努)J がおlみ

合わさったときにのみ.達成されi4るのです。私

たちがこれらの11際に|刻して強ぷjしたいのは.こ

のことです。

{散j長的に取り組むための機会を提供する

「スポーツの独自のポテンシャル(i首代的可能性)J

??業には去しませんが.ある1，¥念を多くの人が

抱いています それは.私たちの社会において成

功をおさめる生き )iをするのに欠かせないスキル

と印M直制をイ-どもが担i♀することにスポーツは役
立つはずだ. スポーツにはそういう 1~~rLIのポテン

シヘ・ルがある.というf，1念です スポーツの利点

として，&.f.1Iされることはめったにありませんが.

スポーツには， ものごとに徹底的に， !t'!'して取

り剥lむ機会を提供する.という特性があります

ジェイムズ ・コルマンは.このようなJfl(り剥lみを

する能力を発達させることの主~'Itを強;0，\1 しまし

た。彼は， r人間のも っとも{拡大な業主Jiはもちろ
んもっとも満足できる個人的経験も このよう

な民，~，から生じる それは.外的なプレッシャー

によるのではなく .人を駆り立て n:ぷを集'1'さ
せる内的な動機から生じるのである。」と述べて

います{帆lc 今日，子どもは.このような取りおl

みをする機会をスポーツに求めています。たぶ

ん.フレイしたいという本米的な動機を持ってい

るからでしょう。

大人と交流する機会を舵供する

スポーツはまた.人を成長させる徐々な経験に

参加する機会を， 子どもに提供します そういっ

た機会は.Cjf:校。家出.教会など.スポーツ以外

の環境では伴雌いものです。スポーツには人を夢

中にさせる性質があるので. しばしば，A人が1'1

分の抑11i11を絞めることが起こります内そういうと

き.イ-どもは.マスクをつけていない(索願の)

大人と交-流する機会を仰るのです。

スポーツはまた.認知的マ:宵のiJl悦と身体的-

i官邸j的学習の機会を釣り介わせることによって.

子どもの発述に特別!な市与をします。スポーツを

通して.子どもは.円分の身体がなし得ること.

なし併ないことを発見し.Ui維な助きができない

不満や.それができたときの快感を経験するので

す。

「J'W:Jを教える

スポーツのもう一つの特性は.スポーツにおけ

る十1I 11~依存の|刻係が rどもを頼 i) にする機会を

大人に提供することです吋 辿 r;;~.は.子どもが大人

を航っているのですから 附係が逆!I伝するわけで

す~ 加えて.スホーツにおいては 全ての jこど

もが等しい能)Jを作っているわけではないという

市災がIV1らかになるものです スポーツは この

下尖によ って機会均等の}J;(W1がいかに影響される

かを見る機会を.参加一行に提供します

楽しさとフィットネス(佐山)を忘れないこと|

スポーツは.身体的健康のIr'J卜ーや縦持に役立

ち.身体的M:J，liと米-しさをユニークな0:方で結び
つけることにも役、工ちます これも スポーツの

持つ特性の一つです。スポーツを楽しむ人々は.

スホーツをおiけることカfよりで子易になり それに

よって 身体的に適切な状態を似つことがより作

劾になりますc そして.身体的に適切な状態にあ

る人々は.より-iI'1 スポーツを来しむことがで

きるのです。この判11[関係は.子どもが生泌にわ

たってスポーツをするための土台をつくる鍵で
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す。

勝つことはもっとら重要なゴールではない

rl 1に/Bしてはいけない日標J
私たちは.スポーツのU慌を抽出するために

400編以上の文献を吟味したのですが.r勝つこ
と」を fどものスポーツの目標のーっと述べてい

る文献は ただの一つもありませでLした。近:fj'..

イリノイナト|で行われたぷi在・出が明らかにしたこ

とですが.ボランテイアのコーチたちは.1勝つこ

とを fどものスポーツプログラムにおいてiはも

m~皮が低いU標と考えています実際子ども

のスポーツに問わっている人たちは -i'Iして.

;f(~なのはfJHJつかれけるかJ ではないと言って

います 彼らはむしろ.スポーツを通じて明日の

リーダーを打てることこそ彼らの第一の役目であ

ると . 強く H}~ しています

ーしかし勝つことは並立:::である

とはいえ.ほとんどのコーチやアスリートが知

っているように.1J券つことはスポーツにおいてiTc

~:な 1 1 !:~\です 勝つために努んすることは町 競技

スポーツにはっきもののゴールです 勝手IJを求め

ないことは.競技frとして不誠実であり.それ

は.スポーツの本1'iを破i袋します。

「勝つこと」は表に山なくなる?

それなら.なぜ.勝手IJという日慌はめったに点

現されないのでしょう?おそらく.子どものスポ

ーツにおけるlH.f，fIJへの過熱に対して.あれほど多

くの批判が浴びせられてきたために.それは. 1寸

に出してはいけないH僚になっているのです こ

こにはパラドックスカfあります。 l勝利という 日限

を去JJLすることがこのように怖られるにもかかわ

らず. (-どもが競技 している体育館や!Jff'外競技場

をーJ!J:II)jれてみれば.1<.に現れている「大人の綴
る嫌いJのほとんどが.子どもの発達よりも勝利
を案じてのものであることが分かります

しかし勝利への過熱を則山に 大人が通科-し

ている j二どものスポーツプログラムの15~止を 111\え

ることは.後ろlilJきなことでしょう d 勝つこと.

より IE縦に87えば.勝とうと努力することは. 子

どものスポーツの他の目標を達成するために欠か

せない.とても主要なことなのです 達成するこ

とが錐しいゴールをめざして努力することを通じ

て. 子どもはスポーツマンシップを学び.リーダ

ーシップのスキルを5l.H与し.イニシアテイブ(1'1
ら i生んで物・J~に取り組む気性)を発述させます

jJ浮つことが正しい初日ザのもとに似えられている1"¥';

勝つことが.r子どもが第一.勝利は第二Jと
いう IEしい視野のもとに抑えられている時.スポ

ーツプログラムは.述動を楽しみ 仁達しようと

努)Jし学ぶことにつきものの失敗を恐れない.

そして.1't校と建設的批判を受けて成長する子ど

もをifてます 適切なリーダーシップによって.

スポーツプログラムは.1't任を引き受け.他者を

受け入れ.そしてとりわけ.白分詞身を受け入れ

る子どもを育てます

子どもが~}-勝利は第二

「子どもが第一.勝利は第二Jという科学をj止
認することは.たいていの大人にとってたやすい

ことです しかし競技試合の「然気 (ヒー

ト)Jのさなかでそれを笑践することは. しばし
ば.非常に難しいのです 「子どもが第一.勝手IJ

は郁二Jという哲学を-tfして実践するために
は.rガイドラインjを是認する以 l'のことがtf
;)(されます。この析学を心から納得して舵jlliする

こと.そして.一抗してこの哲学にふさわしい振

る舛いができるように自分をコント ロールするこ

とが要求されるのです。下どものスポーツプログ

ラムを改良する挑戦は.r子どもが第一.勝利は
小L_":'Jという科学を大人に是認させることではな

くー実行させることをめざしています。「行いア

スリートのための般利の詐典jは.このH的のた

めに準備されました。つまり.大人に.r子ども
のやせが第一目勝利は第二Jを思い/1¥させるため
にi¥flfililされたのです

[原注 (出奥注)]

(lJ;':ii: 1) J. S.コルマン (Colman).1974 r l'i ilニ 11与(~

(ユース):成人への移行jシカゴ大っと出版
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(I);tii: 2) Mancl1s司 R山1<1Gould， D， 1978 r "Ifjがアメリ
カのボランティア ・コーチなのか?J F111J されて
いない手稲

[訳i主]

(1) アメリカのq:51'.!よ 小学校が5-:'11ド. Ij"下校が

3 /i:'F目凶i校が47.fドである。13IJ長以ドと いうの

は小学生と小学'Ioのこと

(2) オフティミストデインギーと l呼ばれる小}\~ヨッ

トσ〉クラフφ

(3) レクリエーションと公l申lについての行政サーピ

スを従fJJ:する i~1 í1 "1

(4) 20 1":紀初'JiJfiには.アメリカにおいてもP4qlジ5'I~動
l立勺たり Jjijのことだった

(5) 大人に領りにされてfUJかを11される経験を泊じ

て • rどもは ur任Jを学んでいく 。


